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21世紀をきりひらく東アジア

東京外国語大学教授 国際関係論・現 代中国学

中嶋嶺雄氏 講演録

(1989年11月9日 APO AC総会にて）

ただいまご紹介いただきました中嶋でございます。 今日のテーマは非常に大
きなテーマでありまして、 21世紀をひらく東7ジ7ということですが、 おそら
くこの大きなテーマはあながちス ペキュレーションではなくて、 ますますそう
いう方向が強まってくるだろうと思います。

ご承知のように現在東アジア地域は経済的な活力を非常に強めております。 こ
のところNI日諸国に一時の成長のかげりがあるという見方がありますが、 おそら
く私は、 そうした状況にもかかわらず、 ちょうど日本が円高を克服して今日の経
済的な力を発揮していますように、 台湾・韓国等のいわゆるNIESもい まの元
高・ウォン高という状況の中で厳しい試練に さら されつつも、 おそらく日本がた
どったような技術革新なり生産性の向上によって さらに大きな力をつけていくの
ではないかと見ております。 そうしますと、 我国のGNPが既に3兆ドルと言われ
てきているわけでありまして、 これは さらに大きくなりますし、 それに台湾、
韓国、 香港、 シンガポール等のいわゆる東アジア地域、 NIESとか最近ではミ二・
ドラゴンズなどという言葉が非常にはやっておりますけれども、 こういう地域
を合わせて21世紀には世界のGNPの20%から25%を占めるというところになる
のではないかと私などは見ています。

ここには大陸中国はいれでありません。 北朝鮮もいれでありません。
つまり7ジアのいわゆる中国文化固ないしは儒教文化圏といわれる地域の中

で、 やはり市場経済のメカニズムを基本としている地域を活力の中心として考え
ているわけでございます。

なぜ中華人民共和国がそこに入ってこないかということにつきましては、 最
近の天安門事件にみられるような政治的不安定という問題も勿論ありますけれど
も、 いわば．その中国が．成長期に入って非常に活力ある経済的な実態となるにはま
だまだ、 私の見通しでは数十年はそういう事態が非常に困難であると申し上げざ
るを得ないわけでございます。

この辺がおそらく東アジアの活力を強調する世界の論者の中で、 私自身が従来
から遣った見方を持っているところでございます。 というのは東アジ7の経済
的活力を強調する意見は、 このところある意味では出尽くしたと言っていいで
しょう。

先ず80年代に入りますと、 いわゆる環太平洋連帯構想であるとか、 パシ
フィック・ベイス ン協力、 太平洋盆地といいますけれども、 そういうアイディア
があちこちから出てまいりまして、 その中で特にその西太平洋地域、 これは言い
直せば．東アジアなんでありますけれども、 この地域が非常に経済的な活力を持っ
てきているということが大いにプレイアップ されました。
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私自身もそのメンバーの一人でありました大平内閣の時の「環太平洋連帯構
想j委員会では、 70年代の終わりから既にアイディアとして出ていたのでありま
す。

やがてこの頃中国が改革と開放ということを言い出しまして、 毛沢東時代の中
国から大きく転換致したわけでございますが、 そのことが大きなインパクトを
与えまして東アジ7の活力を説く人遣は、 その大部分が中国を含めて、 つまり中
華人民共和国を含めてこれからがアジ7の時代だということを云い始めたわけで
ございます。

それは中国専門家或は7ジ7専門家のみならず、 ヘンリー・キッシンジャーの
ような戦略家、 或はポール・ケネディーのような文明論者遣も盛んにそう云って
おりました。

それから烹7ジJ7 i需教文化圏ということを私ども、 今かなりいろいろ学問的
に研究しているわけでありまして、 このテーマも依然として国際的なブームな
んですね。

私自身が代表者になっております｛東アジ7比較研究jという大きなプロ
ジェクトも今進行中でございます。

これは我国の文部省の科学研究費の中の重点領域研究でありますが、 この重 点、
領域研究として人文、 社会科学分野ではじめて指定 された大がかりなプロジェク
トでして、 なぜ東アジアがここまで発展したのか、 従来のマルクス 主義でも或
はマックス・ウェーパーの理論でも、 7メリカ流の近代化理論でも、 なぜ台湾が
こんなに発展したか、 なぜ韓国がこんなに活力を持ち始めているのかというこ
とは角平明できないわけであります。

おそらくそこには、 近代化・工業化という問題と、 そういういわば．近代化・工業
化を促進する社会的背景或は文化的伝統というものが、 重要な役割を果たすので
はないかというところを共通項といたしまして、 東7ジアの文化的背景、 つまり
儒教的伝統を持つ社会、 儒教文化圏という伝統を持つ社会を取り上げまして、 今集
中的に議論をしております。

こうした議論、 これは私どものようにその地域の専門家のみならず、 例えば．
飯田経夫 さんのようなエコノミストであるとか、 多くの政治学者などにも皆加
わっていただいているわけでありまして、 いわゆる学際的な研究として進んで
いるわけでありますが、 そうした研究の中でも私どもの今の暫定的な結論は、 や
はり儒教があるから経済が発展したということではないと、 これはいろいろな
解釈が．出来る。

先週のニュース ペウィークが、 逆に最近中国で儒教が認められるようになっ
た、 として特集していました。

孔子の生誕祭が行なわれたり、 確かに最近では中国で、 中国では儒学と云って
おりますけれども、 儒学に関する学会も国際学会も開かれております。 それをな
かば目皮肉ったような紙面の作り方でありましたけれども、 儒教があるから産業が
発展したという、 そういう単純な議論をするつもりはございません。 もしもそ
うであるならば．、 中国は孔子様の時代から工業化していなければ．いけなかったわ
けでありますから。

しかしながら、 にもかかわらず、 我々はその儒教的伝統なり、 儒教的文化を
持った、 そうした社会的基盤と云うものが、 ひとたび近代化が始まった段階にお
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いては、 それはおそらくウエスタンインパクト、 西欧からの衝撃、 それから日
本は特に戦後のアメリカからの影響が．大きかったわけでありまして、 そういう
戦後改革の中で、 さらに産業化・工業化が進んでいくプロセスで、 この儒教的な理
論なりそういう社会的なバックグラウンドが、 かなり有利に働いているのでは
ないかというような議論を進めているわけであります。

こうした議論を進めていく過程で、 国際的にも多くの大学や研究機関、 多くの
学者がこの問題を取り上げ始めました。

例えば、 つい最近でもオ ーストラリアの学者がI儒教ルネッサンスjという
本を書いて日本でも翻訳 されておりますし、 私の親しいパリ大学のレオ ン・パン
ドラメールシュ教授は、 ［アジア文化圏の時代jという本を書いております。

日本の近代化論で非常に大きな貢献を されたイギリスのRonald P. Dore教授に
も儒教文化と日本の発展について書かれたITaking Japan Seriously jという本が‘
あります。 これらの教授は、 ついこの間私どもが．主催した、 大磯での［東アジア
比較研究jの国際会議に加わっていただいたわけでありますけれども、 その多く
の、 そうしたすぐれた業績を持つ教授まで含めて、 東アジア、 或は儒教文化圏に
注目するときには、 みんな中国を中にいれて考えているんですね。

むしろ中国が近代化の道を歩み始めたということから、 東7ジアを非常に大
きく注目し、 そこに将来性を見いだしているという方々が多いのではないかと思
います。

私が．そのような見方と遣うのは、 この場合中国は、 い や北朝鮮或はヴェトナ
ムのような社会主義諸国は、 まだまだそこには入ってこれないという状況がある
と考えるからでありまして、 おそらく今後、 例え ば．今世紀末迄を考えますと、 大
陸中国はこれからまだまだ大変ですね。

登 小平以後どうなるかという問題があります。
おそらく中国が．本格的に変化するのはもうちょっと先ではないかという気が

します。
或はもう少し早く本格的な変化、 つまりこれは構造的変化と言っていいと思い

ますね。 中国は、 この間変わった変わったと皆 さん誰でもいうんです。 この十年
間、 中国は大きく変わったと言うけれども、 私はこの点を次のように見ておりま
す。

確かに中国は変わりました。
この変わり方は、 Point of no returnで、 もう後戻りは出来ないでしょう。
しかしなが．ら、 流れは逆流しないけれども、 まだまだこの流れは、 右へ左へ

と蛇行を繰り返して、 少しずつ少しずつ段階的に、 非常に長い時間をかけて、 蛇
行を繰り返す。 なぜ蛇行を繰り返すか、 まだまだ政治的社会的に不安定で、 或は
中国共産党の権力闘争も続く、 だから蛇行を繰り返していかざるを得ないわけで
ありますが、 こういうふうに私は見ているわけです。

従って、 この変化はある意味では、 そういうプロセスとして考えれば．いいわ
けでありまして、 従っていろいろの循環、 私はそれをオ シレーションと呼んで
いるわけですが、 一種のサイクルですね。 循環を描いていきます。
ですからたまたま今回の天安門事件は、 非常に悲劇的で、 民主化を求めた学生達
を、 銃でもって、 徹底的に撃ち殺す、 虐殺するという、 あってはならないこと
をやったと思うんですね。
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そのことについては、 私自身！中国の悲劇］ （講談社）という本を書きましたの
で、 詳しくはそれに譲りますけれども、 この中国の変化は天安門事件が仮になく
ても、 既に右から左へのカーブ、 もう一方の循環をこの1、 2年遂げようとしてい
たわけであります。

つまり数年間の改革・開放の行き過ぎ、 急ぎすぎが、 あちこちに歪をもたらし
まして、 これはもうほおっておけなくなっていました。 従いまして一昨年あた
りから、 徹底的な引締め基調に転換してきていたわけです。

そして一方、 学生や知識人はそういう、 循環的変化ではなく、 もっと本質的な
構造的変化を中国に求めていた。 ある意味では、 今日のポーラン ドやハンガリー
と共通する意識があったと思います。

少なくともあのリーダー達、 或は、 知識人達、 彼らは明確な戦略・戦術を持っ
ていたわけではないし、 日月5窒なリーダーを持っていたわけではない。

言ってみれば．、 彼らは越紫陽つまり党内の権力闘争の一方の柱である超紫陽と
初めから一致して民主化運動をやったわけではないんですね。 越紫陽を含めて共
産党の支配に抵抗したわけであります。

そしてこのふくれあがった民主化運動をめぐって、 党内の権力闘争がさらに
激化する。

そして5月16日のあのゴルバチョフ・越紫陽会談を契機としてそこで越紫陽氏が
党内の最高機密をもらすことによって、 つまり「中国の全ての重要事項の決定は
登戸 小平岡志に委ねられているjという一昨年秋の中国共産党中全会の秘密決議
を ＼ 党の最高指導者がもらすことによって、 しかもそれは私自身もNHKの衛星放
送テレビで、 リ7ル タイムで解説していたわけでありますが、 世界に放映する
ことになった中ソ首脳会談の冒頭部分10分間で、 それをもらすことによって、 越
紫陽は、 登？ 小平に宣戦布告をした、 その瞬間にデモはますます大きくなりま
す。

「登？ 小平引き下がれJ r李鵬打倒jというスローガンに変わっていきまし
て、 つまり党内の権力闘争と民主化を求めた大衆運動とが、 そこで初めて収蝕す
るんですね。

ですから、 これはたいへん深刻な状況で、 それから戒厳令が出る直前まで、
李鵬氏が行動の自由を奪われるまで、 北京は二重権力状況になります。

従いまして、 戒厳令が敷かれたのも、 6月4日の血の日曜日が起こったのも、
学生を鎮圧するためだけではないんですね。

3000名位しか最後に残っていなかった広場の学生に対して10万の武装兵力が広
場に突っ込んだ、 その前後には約35万の日本の自衛隊全部集めてもとてもそんな
兵力にならない正規宣が北京の近郊に展開していた。

これは我国の防衛庁も7メリ力の国防総省も情報衛星できちんとつかんでい
るところでありますが、 そういう異常な事態があったということを考えただけ
でも、 ドラマは非常に深刻であったと思います。

従いまして、 それは学生を排除するためではなくて、 まさに二重政権状況の
中で大衆運動と結びつきはじめた、 党内の改革派を一挙に根こそぎせざるを得な
かった喰うか喰われるかの闘争だったと思います。

ちょうど今の、 東ドイツの動きの裏側をいったわけですね。
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東ドイツはなぜ内閣が総辞職したのか、 なぜホーネッカーカf退陣し、 内閣が
総辞職し更に今日の朝刊でわかるように政治局が改革派によって指導されるよう
な大きな変化を遂げたのか。

私、 実は9月の初めに東ドイツへ行きまして東ベルリンで、 中国問題のセミ
ナーに出てきたわけであります。 そのときはまだホーネッ力一体：告ljですからセ
ミナーの席では学者遣は抑圧した側を支援するようなステートメントを発表して
いた。 東ドイツのいわゆる共産党と同じようなことを言う。

しかしながらそれらの人遣は会が終ってから、 個人的に会い、 話をしたとき
には、 たいへん申し訳なかった、 私は中嶋教授の見方と完全に一致するんだけれ
ども、 それが今言えない、 もう少し時間を下さいと言ってました。

もう少しというのがわずか1ヶ月くらいの内にこういう事態の大きな急展開に
なってきたわけでありまして、 これは非常に印象的なことでありますが、 この
東ドイツまでも、 ハンガリ一、 ポーランドに続いて東ドイツまでもこういう状
況になってきたというのは単なる循環的な変化ではなく、 社会システム全体のい
わば．構造的な変化だと思うんですね。

こうした構造的変化がいまの中国に、 全中国で起こったわけではなかったと
ころに天安門事件の悲劇があると思います。

ですから、 こうしたことを考えますと中国は今後まだまだそうした本格的な
変化に至るまでにもう少し時間がかかると思いますし、 仮にそうなってもそれ
ですぐ経済がうまくいくという保証は全くない。

残念ながら、 改革派の越紫陽氏が指導権をとれば．、 今の中国の経済がうまくい
くかというふうには云えなかったわけであります。

むしろ党内に常に反対勢力があったという、 保守派の抵抗力ずあったという制約
条件が．あったにせよ、 ここ2、 3年は改革派が指導権をとってきていたわけで、 そ
の改革派がやった改革・開放の政策は実は失敗したんですね。

それは結局中国が．、 云ってみれば．共産主義、 社会主義、 計画経済の体制にある
限り無理だ、 改革、 開放と云っても無理だと云うことです。 もっと構造的な変化
を遂げなければ．中国の経済はうまくいかないというふうに考えているわけであ
りまして、 こうした理論的というか理論的な展望を現実の中国の経済の実態に照
らしあわせてみても、 中国は、f?IJえ（j'今世紀末1人当りGNPはどのくらいになる
でしょうか、 おそらく700～800米ドルになったら大変良かったという位な程度
にしかなりません。

1980年代初頭に1人当りGNPを今世紀末に1000米ドルにする、 四つの現代化を
やって所得を4倍にして、 5力年計画を4回重ねて250米ドルの水準を4かけて1000
にするという、 依然として文盲が多い中国社会に分かりやすい、 しかも4という
数字の好きな中国人の体質を表して、 そういうスローガンを掲げ．たんですけれど
も、 それは実現しないことが明らかになりました。

今世紀末といっても、 もうあと10年しかないわけですね。
現在の1人当りのGNPは多めにみて300米ドルから350米ドル、 これをあと10

年で3倍増するということ自体とても無理だと思いますね。
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一方、 人口はこのところ又増えております。
一人っ子政策をとっているにもかかわらず、 今、 国家統計局の公式数字でも人

口成長率2.1%という数字をはじき出しはじめました。 これは実際にはもっと人
口増加率が多いと云うことですお。

これらのことを考えますと、 そして今後経済を引き締めていかなければ．なら
ない、 そこへ天安門事件が起こっている等々を考えますと、 どうみても中国が今
世紀末までに7ジアの活力あるNIES諸国などと肩を並べるところまでいくなんて
云うことはとても信じられませんし、 NIESとはますますその格差が大きくなっ
ていくと思います。

我固と中国大陸との1人当りGNPの格差は約100対1という大きなものがありま
す。 この100対1という格差が－ある限り日本は今後様々な点、で大陸中国からのいろ
いろなプレッシャーと云うのでしょうかね、 つまりある意味ではものすごく日
本に引かれてくる力と云うのでしょうか、 そういうものを受けてくる 。 その一
端が偽装難民の襲来であり、 いわば就学生という、 学生を装った膨大な数の労働
力の脱出欲求という圧力であります。

一方、 台湾を見てみますと、 台湾の方が本日この席にいらヲしゃるから云う
わけでは ございませんが、 1人当りGNPは、 一番新しい数字ではもう7500米ドル
になりました。 大陸中国の20倍以上になっているわけですね。

で、 おそらく今世紀末までに台湾の1人当りGNPは1方ドルを超えまして、 ゅ
うに1万ドルを超えまして1万3000ドルから1方5000ドルくらいになるとみてお
ります。

つまり台湾は常に2桁の成長は無理であっても、 私がみる限り数パーセントの
成長、 或はそれ以上の成長は続けると思いますし、 ますます台湾元高への圧力も
かかってきていますが、 対米貿易は依然として堅調ですし、 おそらく今年は、 貿
易は又20～30%、 それ以上増える、 対前年比増えるんじゃないでしょうか。

昨年の実績でみますと台湾は、 貿易総額が1千100億米ドルで経済大国と云われ
る日本の4分の1になりました。

面積は九州と同じくらい、 人口は日本の6分の1の2000方、 そこで貿易立国と
して考えると、 世界でまもなくベスト10に入ってくるんですね。

1人当りの外賓準備高は飛び抜けて世界ーであります。 あらゆる外貨持ち出し
制限を撤廃致しました。 ですからお 金はどんどん使ってきて下さい、 と。 い
ま、 日本に一番お金を落としていってくれている観光客は台湾からの人でありま
す。

私はこの間プラハに行きまして、 どこからか中国語が聞こえてくる。 社会主
義国のチェコですから当然中華人民共和国の人たちかなと思ったら、 身なりが．日
本人と同じ、 顔も非常に日本人と良く似ている。 なんと台湾からの観光客が、 い
わゆる共産圏の東欧諸国にまで行っているんですね。

この事実が今日の台湾の持っている国際的現実を反映していると思います。
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ですから皆さん一般に気付かれていませんけれども貿易総 額にしても 、 日本
との貿易高にしても大陸中国よりも、 大陸中国との貿易よりもはるかに台湾の 方

が大きいんですね。

昨年の日中貿易は我が通産省・外務省
、
が一生懸命努力して中国側の赤字を増やさ

ないように増やさないように色々行政指導をして、 そしてようやくある程度の
バランスがとれるようになりましたけれども、 190億米ドル。

そもそも、 190億米ドルという数字自体がもう日中間ではほぼ限界だったと思
いますね。

台湾との貿易については、 日本政府は何もしない。 なにもしないでほおって
おくけれども、 ある意味では冷たいわけですが、 にもかかわらず240億米ドルを
超えています。 まもなく300億米ドル、 400億米ドルのオーダーになっていくと
思います。

最近の台湾のアセアン諸国に対する投資残高が急速に伸びておりまして、 ご承
知のようにフィリピンに対する投資は日本を超えましたし、 タイ、 さらにはマ
レーシア等々にもどんどん出ていっております。

こうした現実を考えますと、 東アジア時代と云うけれども 、 或はNIES、 或は
ミ二・ドラゴンズと云うんですが、 その中で一番パフォーマンスがいいのは台湾
なんですね。

それは単に経済の上で良いだけではなくて、 いわば．社会的・政治的発展という
点でも非常に注目すべきものがあります。

勿論そこにはいろいろ問題があることは事実でしょう。 しかしながら総体的
にいろいろ比較をしてみますと実にパフォーマンスが良いんですね。

しかもいわば．政治発展という、 いまこれから東7ジアが経済の発展だけでは
なくてこれからいよいよ政治的・社会的発展、 いわゆるPolitical Developmentをし
ていかなければ．ならないというところから考えても非常に注目すべきものがあ
ります。

ご承知のように戒厳令を撤廃したとか特に蒋経国体制末期から台湾の政治発展
は目ざましいものがあります。

しかも李登輝さんという非常に開明的な知的リーダーが台湾人の中から出てき
た、 これも非常に注目すべきことですお。

我国ではマドンナなんてことが今 ごろいわれてますけれども、 台湾では阜く
も郭椀容さんのように女性が大きな役割を担っていて、 今大蔵大臣、 国民党の中
央常務委員として活躍しています。 おそらく今年12月には立法委員や地方の首長
の選挙が行なわれますけれども、 おそらくここでは民主進歩党が若干票を伸ば．す
かも知れませんね。

しかしながら、 それでも良いんだと、 むしろある程度野党が健全に発展する
ことが良いんだというふうにいま李登輝総統は考えています。

このように非常に寛大になってきて、 寛容になってきて、 これは自信の現れ
だと思うんですね。
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こうした状況を考えますと台湾は蒋介石独裁体制から蒋経国権威主義体制へ、
さらには李登輝民主体制へというPolitical Development のお手本のような発展を
遂げているわけです。

勿論その台湾にもこれからいろいろ問題が出てくるでしょう。 政治のたが．が
緩みますと、 ソ連も東欧もそうですけれどもいろんな問題が出てきます。
そうした状況はある意味では台湾が成長する過程で避けられない。

特に最近のスペキュレーシ ョ ン、 マネー投機、 マネー ゲ ー ム、 こういうもの
の加熱は、 ある意昧では台湾の今後の経済発展にとってもゆゆしき問題ともいえ
るような状況になっておりますし、 台北市を中心とする環境問題、 特に公害問題
をどういうふうに克服して行くかという重要な問題もありますけれども、 しか
しながら、 これは実はついこの間日本が．たどった道なんですね。

我国もGNPが1万ドル前後にいく状況の時 には、 公害が非常に 目立ちました
し、 ですからそういう意味でこれを台湾がどういうふうに克服して、 国際社会の
中で更に大きな地位を占めていくことが重要な課題になると思います。

台湾に比べて韓国は私が申し上げるまでもないんですけれども、 表向きは非
常に活力があるように見えますね。
ソウル・オリンピックがその事を示したと思います。

しかしながら中昧を見てみますと勿論韓国も大変発展しておりますけれど
も、 台湾に比べるとそのパフォーマンスにおいては一つ劣るものがあります。
1人当りGNPも、 台湾は7500米ドルまでいっておりますけれども、 韓国は4000米
ドルを超えたところであります。

この差がちょうど、 韓国と台湾の経済的なギャップになってるんではないか
とみているわけですが、 そして韓国は、 例えば．対外債務も90年代にはだんだん無
くなっていくと思いますけれども、 台湾が債務が．無いのに対して、 韓国の場合ま
だ残っているとか、 一番心配なのは政治的に必ずしも安定していないということ
であります。

最近の韓国における反米的な心理の増強、 特に学生や若い世代が非常に反米的
になっている。 そして潜在的に反目的な心理構造が依然としてその反米的な心理
の下に淀んでおります。

これは例えば．、 台湾において反米的な心理と反目的な心理が韓国と同じように
あるかといいますと実は殆どそれはない。 無いというと語弊が．あるけれども、
韓国とは非常に遣いますお。

むしろアメリカに対しては、 やはり台湾はアメリカは非常に大事だというふ
うな意識がありますし、 同時に日本に対しては非常に親目的な心理があるわけで
す。

韓国の場合には、 ご承知のように、 政治指導者のトップまで含めて、 国民の反
米感情をどういうふうに政治に利用しょうかという傾向が常にあるのが．不安であ
ります。 或は国民の中の歴史的・伝統的な反日構造を内政にどういうふうに利用し
ょうかと思っているような雰囲気があるのが不安なところでありまして、 これ
はおそらく台湾の指導者とは根本的に遣うところです。
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ですから日本からみると本当は、 きわめて良きパートナーは台湾なのですけ
れども、 実は台湾との関係が ご承知のように公的には断絶 されたままであるとこ
ろに大きな問題がありまして、 これはぜひ 皆様方の民間の努力力ずそれを埋めてい
ただかなければ．いけないと思います。

私共も、 学者・文化人が中心となり更に財界トップの方々の ご協力、 ご参加をい
ただきまして「アジア・オープン・フォーラムlという新しい時代の台湾、 従来の
台湾と違った新しい時代の台湾にふ さわしい知的交流のチャネルを作ろうという
ことで、 本年、 r rジ7・オープン・フォーラムjが発足致しました。

小林陽太郎 さんにもメンバーになっていただいておりますし、 今回ソニーの
井深大 さんにもこの間顧問になっていただくことを御快諾を得まして、 私とか飯
田経夫 さんとか、 高坂正案 さんとか、 深田祐介 さんとか、 石井威望 さん、 合田周
平 さん、 武山泰雄 さんとかが世話人になっているんですけれども、 韓国の場合
は、 日本は公的な外交関係が ございますので、 台湾とは状況は遣うでしょう。

しかしながらこの韓国と日本との関係は、 我国にとって勿論非常に重要なので
ありますが、 同時に韓国はまだまだ北朝鮮の問題をどういうふうにハンドリング
していくかいう大きな課題がこれからいよいよ出てくると思うんですね。

台湾の場合は、 世の中の一般的な見方は正しくないと患いますけど、 ここ10
年間例えば＇21世紀迄を展望したときに、 大陸中国との関係で大きな変化はないと
思います。

今は、 台湾が台湾として更に発展することが必要であって、 それで十分だと
いう状況であり、 むしろこれからは台湾のそうした社会的・経済的発展力fいかに大
陸に影響を与えていくかという時代になっています。

従って大陸が．台湾を解放するとか、 或は武力侵攻するということも、 これは
不可能ですし、 台湾統ーということも不可能ですし、 台湾自身がこんなにうまく
いっているのにあんな大陸中国のひどい状況の中に飛び込んでいくことは有り得
ないわけでして、 これから10年間から21世紀にかけての台湾のステータスが展
望できるわけですが．、 一方、 韓国の場合は、 これから南北問題がかなりシリアス
になるのではないかと私は見ているわけです。

特に最近北朝鮮の動きがある意味では活発でありまして、 つい最近もジョー
ジ・ワシントン大学のシグール教授が、 私も彼を良く知っておりますが．、 ピョン
ヤンを訪づれたり、 キッシンジャーが中国にいって、 ご承知のように、 金自成
が．その時期に来たということで話題を呼んだ。

私は北朝鮮の専門家ではありませんが、 たまたま最近、 奇妙なことにという
か、 アメリ力の学者のみならず、 私共に、 北朝鮮から7ブローチがありまし
て、 やはり一遍は、 というかそれはそれなりに受けておこうかということで、
私が責任者になっております日本国際政治学会の東アジア分科会で学術訪朝団を2
固に分けて出すことになりまして、 その1回の代表団がいまま さにピョンヤンに
行っています。 来春には私が団長でいくことになると思いますけれども、 その
ようなアプローチをみますと北朝鮮の側も変わろうとしているんだというシグ
ナルを受け取ることが出来ます。
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それはおそらく北朝鮮の側に変わらざるを得ない状況がいろいろ出てきたの
ではないかと思います。｛ヲljの全日成から金正日への権力継承問題は潜在的には
色々のフリクションを生んでおります。

ポスト全日成という状況の中でこの問題は当然深刻な問題になると思います。
しかも社会主義が従来の硬い壁を、 或は硬い基盤を揺るぎなく築づいている時

期ならば．ともかく、 今、 社会主義そのものが．内部からがたがた崩れてきているわ
けですね。

そうした状況の中で北朝鮮がそういう硬直した独裁体制を維持できるのかどう
か、 当面は金正日氏への権力継承という問題を労働党内部では処理したと私はみ
ております。

それは、 この夏朝鮮労働党の機関紙、 f労働新聞jの論説の中に、 「朝鮮にお
ける血統の純血性が守られたjというような言葉が何回か出てきていることにも
見られます。

血統の純血性なんでいうのはなにか犬や猫の事のように感じまして私なんか
嫌悪感を催すわけでありますけれども、 そういう言葉が現に科学的社会主義を標
携している社会主義国の機関紙に出るという、 私はこれは儒教的権威主義体制、
儒教の悪い面だと呼んでおるんですけれども、 こういう状況を考えますと、 北朝
鮮が当面は金正日への権力継承を、 当面は一応処理した、 つまり反対派を追放し
たわけでありますけれども、 この問題は、 例えば．今後10年ということを考えま
すと、 必ず問題が大きく出てくると思うんですね。

そうであるだけに北朝鮮としましては、 先ほども云いましたように7メリ力
や、 最近は日本へいろいろ接近する、 そして又7メリ力自身も ご承知のような経
済問題を持っておりますし、 一方では日本や台湾・韓国をたたくという、 たたかざ
るをえないような状況がありますし、 米軍基地が－存在するという問題、 大量の米
軍が駐留しているという問題が韓国における反米感情を誘っているということに
なりますと、 当然その問題でもいろいろナーパスになってくるという気がいた
しまして、 それと今後の韓国の政治がどういうふうに絡み合って行くかという問
題は、 やはり十分注 目しておく必要があるのではないかと思います。

それからニーズとかミニ・ドラゴンズというような事を云う場合には、 次に香
港の事に少し触れなければ．なりません。

香港は、 私もかつてそこに往んだことがございますし、 私自身の主著の一つ
でもあります『香港 移りゆく都市国家J （時事通信社、 1985年）を書いたことも
ございますが．、 ご承知のように香港は天安門事件で大変な衝撃を受けたわけであ
ります。 株価や地価が大暴落致しました。

幸いにして香港ドルは米ドルに固定 されておりますから、 大きな変動を回避
できましたけれども、 もしもかつてのように香港ドルが固定 されていなかった
ら、 大暴落しただろうと思います。

その後香港の株式市況なり、 土地の暴落その他は再び回復基調にあるわけで、
今のところ何もなかったかのように経済は再び活況を呈しております。

ただ問題は依然として数多く残っており、 あと香港返還まで8年を切りまし
た。
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ご承知のように、 1997年6月30日を期して、 大陸への返還が行われるわけであ
りまして、 この残された猶予期間を私どもは非常に注目せざるを得ない。

デヴィッド・ウィルソン総督によりますと昨年約45,000人の中間層が海外ヘ移
住したといっておりますけれども、 実際には6万に近いのではないかとみられて
おります。

そうしますともし今のような大陸の状況が続くならば．、 今後8年近くの内に約
100万の人口が流出する。 その100万というのは香港を支えてきた中間層以上の人
たち、 或はエリート遣であるというようなこともいわれているわけでありまし
て、 やはりこの香港については、 そういう意昧で流動性というものを常に考えて
おかなければ．ならないと思います。

ただ、 この場合の香港というのは香港に出ている外国人とかかつてのイギリ
ス資本ではなくて香港の人たち、 いわゆる香港人なのですが．、 特に知識人は中国
の将来に懐疑的ですので、 どんな論調を見ても香港の将来についてはペシミス
ティックだと言っていいと思います。

香港政庁等は、 盛んにオフティミスティックな見解を述べようとしておりま
すけれども、 にもかかわらず本音を聞くと香港の将来にかなり不安動揺が多い。
ただ問題は果して今の大陸の江還民体制、 登？小平体制が、 今後8年間、 7年半位に
なりましたけれども、 7年半位持つだろうかということ、 それとのいわば綱引き
のようなことになるのではないかと思います。

私が先程申し上げましたように中国の変化はまだまだ本格的な変化つまり構造
的な変化ではなく、 構造的な変化を求める民主化運動のような芽があったけれど
も、 それは東欧などの変化とは根本的に遣っていわば．循環的な変化にしか過ぎな
かったと申しましたが、 おそらく中国が更に構造的変化を求めていく状況では、
まだかなりの激動が予想されますね。

当面は今の登わ小平以降という問題が自の前にぶら下がっているわけでありま
すから、 ここをどうするかという問題もかなり自を離せないわけでありまし
て、 そうしますとひょっとするともしもポスト登P 小平という状況、 或は登�� 1j、

平が健在であっても中国がやがて東欧のような構造的な変化に当面してくる と い
うことになりますと、 これにはいろいろなシナリオが考えられるわけですが、
動き出せば．ものすごく早いかも知れないということも考えられるわけです。

つまり意外に中華人民共和国の解体という問題が．歴史の日程にのぼってくるか
もしれない。

東欧だってこんなに阜く、 誰が共産党をやめたと共産主義者が言うと想像した
でしょうか。

しかし、 中国の内部にはもうそういう状況は自に見えていた訳でありますか
ら、 意外にその変化が．、 香港返還或はその前後に起こるかも知れませんね。

或は香港の返還がどうなるかということと運動するような変化が．起こるかも
知れません。

例えば．広東省
、
ならば．広東昔、がどうなるかということが大変大きな問題になっ

て来ざるを得ない。 そうなりますともう一変現場に戻りまして、 今のきわめて現
実的な政治についての展望を少し申し上げてみたいと思いますが、 いま中国で
は、 いわゆる五中全会、 なぜ五中全会というかと言うと、 今は13期党大会の第5回
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中央委員会総会、 天安門事件が起こった後暫定的に越紫陽に代わる新しい指導者を
必要としましたから、 江還良さんを指導者にしたわけでありますが、 その後の政
治体制をどうするかということでいま五中全会が関かれているらしし1。 まだ公表
はありませんが、 あるいは今夜当リその二ユースが流れるかも知れません。 五
中全会では登戸 小平さんが引退するかも知れないといわれているけれども、 果し
てそうなる の かどうか 、 私の見方を申し上げますと、 実は、 天安門事件を強硬に
ああいう形で起こしたことによって、 いわば改革派・越紫陽及びその支持者達、 胡
啓立氏を含めて徹底的な追放をやったわけですね。 ですから中国のリーダーの中
には正に東欧と逆流する、 だから中国は東欧の動きを逆流とみているわけです
が、 それと全く180度対象的にこの強硬派だけが残ってしまったと思います。

にもかかわらず天安門事件そのものが大変な、 いろいろな問題を引き起こし
てしまったわけですね、 内外ともに。

そして先ほども申し上げましたように、 ああした二重政権状況で最終的にあ
そこまでせざるを得：なかったわけでありますけれども、 それは明白なシナリオ
にあったわけではありませんから、 その結果をどうするかということで、 具体
的には例えば戒厳令をいつ解除するか、 あるいは登予小平氏の引退をどうする
か、 軍事委員会の主席をどうするかということでも非常に亀裂が残っておりまし
て、 現にそれが見えてます。

この間CIA長官が登下 小平さんと楊尚昆さんとの軍権を巡る争いということに
言友しておりましたけ’れども、 これもあながちスペキュレーションではないん
ですお。 私どもがいろいろ判断している状況の中でもそれは見えてます。 言っ
てみれば．楊尚昆さんは今度の事件で大変大きな貸しを作った、 つまり彼は慎暴に
なってきているわけですね。

登P小平さんにしてみると自分も引くけれども楊尚昆さんも一緒に引くなら
ば．、 自分も引こうという、 それに対してむしろ楊尚昆氏はかなり抵抗している。

あるいは今度の事件で大変功績を揚げた自分の弟の総参謀長の楊白球を政治局
常務員に加えろというような要求を出しておりますし、 そのことを巡ってもい
ま、 党中央はがたがたしていますね。

それから政治局自体は6人ですけれども色分けをみてみますと、 改革派はなく
なったわけでありますが、 保守派の中にもウルトラ保守派っていうんでしょう
かね、 非常に古いタイプの人たちと新しいタイプの人たちとの聞の亀裂が、 目
立ってます。

具体的に申し上げますと李鵬さん、 それから挑依林さん、 喬石さん、 これら
はみんなその後ろに長老がついていまして、 長老の代理人のような形で非常に古
いタイプの対応をする、 戒厳令についてもそうですね。

これに対して比較的ソフトと言えるのが、 江j曇民、 それから李瑞環、 宋平で
ありますが、 これらの人遣の聞の亀裂が正に3対3になっているわけで、 そうす
ると登？ 小平氏の力がますます必要になってくるという状況もありまして、 この
問題もかなり大変だと患いますね。

つまりごくごく短期的にみてもこれだけ大変な問題を抱えておりますし、 そ
れから中国の経済については先ほど私が御説明した通りですから、 そうしますと
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どう見ても今の体制が今後長期的に安定してこのまま香港返還まで長らえるとは
私は思えませんね。

実はこの点については江還民氏その人がごくごく内密に漏らしている。 自分
はいつどうなるかわからないと言うことを彼自身が．言っているわけでありま
す。

自分の前任者も、 その前の前任者もああいう形で消えていったわけでありま
して、 このようなことと香港の将来がどういうふうにつながっていくかという
点は十分注目する必要がある。

それからシンガポールについては余りお話する時間が．なくなってしまいまし
たけれども、 ご承知のようにここはリー・クワンユ一首相の後どうするかという
問題を抱えております。

しかも私が．みるところ、 これは私の仮説なんですが、 アジアNIESとかミニ・ド
ラゴンズということをいいながらも、 香港もシンガポールも都市国家で、 人口
が香港約多めにみて600万、 シンガポールが·2so万で、 園内 マーケットは小さい
ですし、 対外依存度は非常に高いので外からの影響によって非常に大きな変化を
遂げるわけであります。

これに対して台湾・韓国は外からの影響を受けないで済むだけの国内市場を
持っています。

私の仮説は1人当りGNPが2000米ドル、 それから人口が1500万、 これを超えた
場合にはもう次のステップは非常に早く、 つまり一遍そこを超えてテイクオフし
た場合には、 1人当りGNP2000ドルが3000ドル、 4000ドルになるのはすごく早い
し、 4000ドル、 5000ドルが7000ドル、 8000ドルになるのも早し1。 まさに台湾が
いまその道をとってますね。

ということを考えますと、 やはり東7ジアが世界を切り開くとはいうものの
いろいろな客観的データなどを見てみますと、 台湾の存在は非常に大きく無視で
きない。

それからもちろん韓国も無視できないわけですけれどもそれ以上に台湾だと
いうことですね。

ですからその台湾が‘いかにこれから聞かれていくか、 例えば．金融の自由化を
どのように進めていくのか、 台北だけに存在しているオフショア・バンキングセ
ンターを全島的に作っていった場合にそのインパクトはどうなるかといった問
題が．いよいよ出てくると思います。

或はひょっとすると香港が揺れ続けますと香港の国際金融センターとしての
地位を台湾が．代替する可能性もあるわけで、 そういうような状況をどう考えてゆ
くか。

それからそうした状況の中で東アジアといいうもの全体に見取図を考えて
いったときに、 この国際的には、 公的には孤立している台湾と民間レベル或は非
公式にはものすごく大きな地位を占め始めた台湾をどういうふうに国際社会の中
でうまく、 できるだけ摩擦を少なく整合させていくかという問題が重要になって
くると思います。

この点については台湾が従来と遣って非常にソフトになって、 李登輝さんを
はじめとしていろいろ考えていらっしゃるわけですね。 これも非常に評価すべ
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きところでありまして、 台湾自身がそれらのことを考え始めている。 例えば．ア
ジア開発銀行に対しでも、 それから李登輝さんのシンガポール訪問に関しでも、
或は将来起こりうるだろう7ジア大会であるとかオリンピックなどの交流のみ
ならず様々なレベルでの交流、 いわゆる外交関係の最近の回復基調が．あります
が、 こういう問題ができるだけ大 陸中国を刺激しないで、 うまくソフトラン
ディン グしなが．ら、 21世紀を迎えていくことが必要ではないかと思います。

私たちはそういう知恵を働かさなければ．いけないと思います。 そのためには
私どももさっき申し上げましたように小キホさんにもご協力頂いて［アジア・オー
プン・フォーラムjを作りましたが、 さまざまの民間レベルのネットワークが‘も
のすごく大事になってくると思いますね。

私はこれからは社会主義が駄目 になり、 固有経済が．駄目 になり、 おそらく国立
大学が駄目 になるんではないかと、 国立大学に勤めていますとまさに社会主義な
んですね、 だからあっちJこっち錆；ついちゃってどうしようもない。 それに代
わってだんだん民間の時代になっていくと思いますね。

国際関係自体が民間のネットワークの中に生きていく時代だということを考
えますと台湾自身はまさに民間のネットワークの中でこの15年間くらいものすご
く発展してきたわけでありまして、 そういうことが東アジアが21世紀を開いて
いくときに非常に重要になるのではないかと思います。 その意味では今回、 この
ようなAPOACの会合もまさに民間のネットワークの一環だと思いまして、 ぜひ
皆さん方もますます御発展されますことをお祈り致しまして、 私の話を終えたい
と思います。

（終）
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